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令和５年度 第３回小平市公民館運営審議会 会議要録 

 

１ 開催日時 

令和５年９月 12日(火)午後２時から午後４時まで 

 

２ 開催場所 

小平市中央公民館 講座室２ 

 

３ 出席者 

小平市公民館運営審議会委員９名(オンライン参加者３名含む) 欠席３名 

事務局 中央公民館長、館長補佐兼事業担当係長、管理担当係長、分館担当係長８名 

(欠席１名) 

 

４ 傍聴者 

１名 

 

５ 配布資料 

資料１ 中央エリアの整備に関する市民説明会・オープンハウス 

資料２ 令和５年度小平市公民館定期講座実施状況表(９月)  

資料３ 令和５年度夏休み学習室利用者状況 

 

６ 議事 

(1)館長報告 

・小平市議会９月定例会公民館関連 

・公共施設マネジメント関連 

・友・遊子どもまつり実施状況 

・令和５年度夏休み学習室実施状況 

・その他 

 

(2)令和５年度公民館定期講座等実施状況について（令和５年９月１日時点） 

 

(3)令和５年度東京都公民館連絡協議会関連について 

・職員部会 

・委員部会 

・その他 

 

(4)その他 

・第 63回関東甲信越静公民館研究大会 

 

 

（以下、小平市公民館運営審議会は公運審、東京都公民館運営審議会は都公連という。） 

  



2 

 

会議の概要 

 

議事(1)館長報告 

・小平市議会９月定例会公民館関連 

市議会議員から提出された「パワハラ、モラハラ、情実人事、隠蔽など小平市役所のうみ

を出し、変革しよう」「災害級の暑さが続く夏休み期間中の子どもたちの過ごし方につい

て」の質問の中で、公民館に関連する事項で答弁した内容を説明する。 

・公共施設マネジメント関連 

資料１に基づき、開催する中央エリア整備の説明及びオープンハウスについて説明する。 

・友・遊子どもまつり実施状況 

今年度は、８月 26日(土)に開催した。来場者数が 654人、ボランティアが 41人、講師が

98人で計 800名弱の人数の参加があった。 

・夏休み学習室実施状況 

資料３に基づき、説明する。 

・その他 

今秋に開催を予定する公民館まつりについて、説明する。 

 

（意見及び質疑応答） 

堀内委員 

夏休み学習室について、学校からの一斉メールで紹介があったことで、多くの人に情報提

供ができると感じた。その影響で利用者数が多くなったのではないかと思う。利用者数が少

ない館でメールでの周知をしていないのであれば実施を検討したらどうか。また、小学生が

公民館に来るきっかけになるので、スタンプラリー等の子どもが気軽に参加できるミニイベ

ントを企画しても良いと思う。 

 

久米委員 

夏休み学習室の利用者数が各館で差があるように感じるが、何か対策を検討しているの

か。 

 

事務局（館長） 

利用者数の差については以前から意見をいただいている。今回、チラシ配布及び校内掲示

の広報から変更して、夏休み前の校長会議でクラス担任から案内をしてもらうように依頼を

した。また、学校のＨＰへの掲載や、子どもの持つタブレット端末や保護者宛メールに案内

を送付してもらうように依頼をした。その結果が今回の利用者数の増加につながったと考え

る。今後も継続してデータによる案内を行っていきたい。 

 

鈴木委員 

子どもに案内を行っても保護者が目を通していなければ理解が進まないのではないか。 

 

事務局(館長) 

チラシの配布を全校に行うと用紙や職員等の負担が大きくなることから、より合理的な事

務を検討した結果、今回の広報の方法を実施することにした。スマートフォンや電子の方が
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身近であることから今後もこのような方法を検討していきたい。 

 

議事(2) 令和５年度公民館定期講座等実施状況について 

資料２に基づき、各館から説明する。 

・中央公民館 ｢文化教養講座（高校生事業企画委員会企画）（けやき青年教室）｣ 

・小川公民館 ｢文化教養講座（クラシック音楽聴き方入門）｣ 

・花小金井北公民館 ｢健康づくり講座（リラックスストレッチ）｣ 

・上宿公民館 ｢文化教養講座（源氏物語を読む）｣ 

・上水南公民館 ｢健康づくり講座（いつまでも健康に暮らそう～食事・睡眠・運動から考

える～）｣ 

・小川西町公民館 ｢地域支援講座（PTU図書館資料から紐解く、我が国電気自動車開発の

歴史）｣｢子育て支援講座（いきいき子育てライフ）｣｢シニア講座（フレイルとは～知って

おきたいカラダのこと～）｣ 

・花小金井南公民館 「地域支援講座 （コミュニティカレッジ）」 

・仲町公民館 ｢子育て支援講座（こんなはずじゃなかった！産後や子育て）｣ 

・津田公民館 ｢地域支援講座（津田梅子に学ぶ女性の自立）｣ 

・大沼公民館 ｢ジュニア講座（弾く！転がる！回る！木工工作でビー玉ゲームを作ろう）｣ 

・鈴木公民館 ｢シニア講座（健康づくりボイストレーニング）｣ 

 

（意見及び質疑応答） 

多田委員 

小川公民館「ジュニア講座（ケーキ作りにチャレンジしよう）」について、人気のある講

座かと思われるが応募や受講人数が少ない理由を教えてほしい。夏休み中は参加希望者が多

いと思われるので多くの人が参加できる内容を検討してほしい。 

 

事務局(小川分館長) 

非常に人気な講座であったが、機材の関係で受講可能な人数に制限があった。受講者の中

に欠席者がいたため受講人数が減少した。今後募集人数を増やせるように内容を検討してい

きたい。 

 

鈴木委員 

健康づくり講座「正しい体操をマスターして生き生き生活」やシニア講座「シニアから始

める筋力アップ」という 10/3から開催する講座を 8/5号の市報に掲載するのか。 

 

事務局(小川分館長) 

8/5号に掲載した理由はどちらかを選択してもらう意図である。 

 

長澤委員 

小川公民館の文化教養講座「クラシック音楽聴き方入門」を夜間に開催する狙いと講座の

内容を教えてほしい。 

 

事務局(小川分館長) 



4 

 

理由は 2つあり、幅広い年齢層が参加できるように、秋で気温も高くないことから高齢者

の方も負担が少ない午後 7時からの開催にした。内容はスムーズに親しめるようにクラシッ

ク音楽について、演奏の表現を行う。 

 

堀内委員 

小川西町公民館「PTU図書館資料から紐解く、我が国電気自動車開発の歴史」について、

図書館を利用できることを初めて知った。新たに連携できる地域資源があれば他館でも連携

していければいいと思う。 

 

会長 

シニア講座や健康講座は筋力アップやヨガ等の体操系の内容が多かったが、今は工夫が多

くされていて、事業企画委員の力で中身が濃くなったと思う。 

 

堀内委員 

忍者になって遊ぼう 尾行編の講座内容を教えてほしい。 

 

事務局(津田分館長) 

9/20号で募集する予定。子ども劇場の方に協力してもらい、頭巾をかぶって特定の大人

を尾行したり、隠れたりという忍者体験をしてもらう。最終的には免状を渡す予定である。

中央公民館で以前に実施したことがあり、盛況だったことから、津田公民館でも行いたいと

いう要望が事業企画委員からあったため、開催することになった。 

 

田尻委員 

津田公民館「自分と仲良くなろう 夏休みキッズアンガーマネジメント」の講座は全 3回

の講座か。 

 

事務局(津田分館長) 

一つは年齢層を高めにしてあり、小学 1～6年生を対象にした全 2回の講座である。もう

一つは年齢層を低くして、5歳～小学 3年生を対象にした全１回の講座を 2コース実施し

た。小学 1～3年生は講座を選択できるようにした。 

 

古家委員 

講師の方を多く招いていて館長が調整する大変さや沢山の講師を招けるすごさを感じた。 

苦労をして講師の情報を収集したと思われるため、一般の人にもデータベースを作る等の共

有を図ることで役立てられないか。 

 

事務局（館長） 

分館長が講師の選任に苦労していることは感じている。一元管理の仕方を今後検討してい

きたい。 

 

田尻委員 

仲町公民館｢子育て支援講座（こんなはずじゃなかった！産後や子育て）｣の講座は、母親
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を対象にした講座か。産後うつは男性にも見受けられると聞いたので父親も参加できると良

いと思う。 

また、鈴木公民館「子育て支援講座（子育て中ママパパによるパン作り）」の応募者の中

に父親からの応募はあったか。 

 

事務局（仲町分館長） 

父親や母親の区別は応募にあたって設けていない。平日の金曜日なので父親も参加しても

らえるといいと思う。 

 

事務局（鈴木分館長） 

応募は全員女性である。 

 

長澤委員 

仲町公民館の子育て講座について、講座が生まれるきっかけになった会議の内容を教えて

ほしい。当事者の声があって生まれた講座か。 

 

事務局（仲町分館長） 

タイトルが斬新ではないかという意見があった。命がけで出産を終えた母親が子どもの様

子を楽しみながら子育てができると思っていたが、現実はすぐに子育てが始まる状況にあ

る。そういう方を対象に同じ境遇の人で情報交換をできる場があると良いのではないかとい

う話から講座が立ち上がった。生の声が反映された講座になっている。 

 

会長 

中央公民館ジュニア大学「椅子をデザインして」について。作成後の受講生からの感想は

あったか。 

 

事務局（館長補佐） 

作成後の 8/26に開催された「友遊こどもまつり」で展示をした。のこぎりを使う経験を

していない子が多かったので想像以上のものが完成したという声が多かった。また、武蔵野

美術大学の協力も得て開催されたので設備が整った環境で実施ができた。 

 

久米委員 

募集に対して応募者が多かったので落選者が大勢いたのではないか。 

 

事務局（館長補佐） 

すべての講座がそのような状態だった。一部の講座は分館でも開催できたらいいと思う。

今後、武蔵野美術大学とも検討していきたい。 

 

議事(3) 令和５年度東京都公民館連絡協議会について 

・職員部会 

活動状況について、事務局(館長)から説明する。 

・委員部会 



6 

 

開催する研修会について、鈴木委員から説明する。 

・その他 

役員部会及び館長部会の活動状況について、事務局(館長)から説明する。 

 

議事(4)その他 

・第 63回関東甲信越静公民館研究大会 

日程及び参加する委員等について、事務局(管理担当係長)から説明する。大会の模様及び

感想について、次回の本審議会で報告する旨、会長より説明する。 

・情報共有等 

  

 

※本審議会第４回は、11月 14日(火)午後 2時より中央公民館にて開催を予定する。 

 


